
公表：令和　６　年５月　１日

事業所名：チャレンジキッズどんぐり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）２４　　回収数２４　　割合１００％
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ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか 21 0 1 1

・スペースは広いが建
物が古いため安全性が
心配。

・一人当たりの広さについては国
の基準を満たしています。安全面
では、チェックリストを活用し、
職員が定期的に施設内を点検し確
認、修復作業を行っています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 18 0 1 4

・職員の配置人数は、
もっと増やした方がい
い。
・専門性には問題ない
と思う。

・職員の数は国の基準を満たして
いますが、療育ではより細かな配
慮を必要とし、職員の質の向上面
で研修などを通して専門性図り、
どの職員が対応しても安心して頂
けるように努めます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化
された環境*１になっているか。また、障
がいの特性に応じ、事業所の設備等は、
バリアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされているか

12 5 1 5
・建物が古いためバリ
アフリーなどの対策が
されていない。

・建物は旧保育所を利用している
ため、生活空間は機能的な構造に
なっていると思います。ただし、
トイレや正面玄関が階段となって
いるため、利用が難しいという
ケースがありました。岩内町から
借受けた建物のため、設置は困難
です。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっているか。また、子ども達の
活動に合わせた空間となっているか

16 5 2 0

・建物全体が薄暗く子
供たちの気持ちが明る
くなりづらいと思う。
・雨漏りなど老朽化が
目立つ、建物が古いた
め清潔と言えない。
・広々としていてい
い。冬場の寒さが心配
である。

・建物が老朽化しており、不備が
ある際は岩内町と連携をして対
策・対応に当たっています。
・室内温度に関しては、冬は利用
時間前から暖房調節をして快適に
過ごせるようにしていますが、夏
は冷房設備がなく、扇風機や網戸
を開け水分をこまめに取るなどし
て熱中症対策をしています。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、児童発達支援計画*2
が作成されているか

22 1 0 0

・保護者との面談や、相談支援セ
ンター等での利用計画作成やモニ
タリングを含め、本児の課題や保
護者のニーズを客観的にとらえて
作成しています。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべ
き支援」の「発達支援（本人支援及び移
行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に
必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されている
か

21 1 0 1

・令和６年度から、５つの領域で
偏らない本人支援が求められま
す。当事業所は、地域支援として
専門機関との連携の密にして、ま
た、就学への移行支援にも子供に
応じて計画に盛り込んでいます。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか 22 0 0 1

・支援者は児発管と意見交換をし
ながら支援計画の作成に当たり、
実践し、振り返り改善しながら支
援に当たっています。

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工
夫されているか 17 3 0 3

・活動プログラムに工
夫がされていると思
う。活動の様子をノー
トなどに記載されてい
るがすべての項目が書
かれていないため不明
である。

・その子の発達段階に合わせてプ
ログラムを立てています。内容に
ついては、専門機関から助言を得
て無理のないように、スモールス
テップを意識しております。
連絡帳記入の時間を十分とること
が出来ず、詳しくお伝えることは
できませんが、今後も継続して発
信していきたいと思います。
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果



9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障がいのない子どもと活動する機
会があるか

11 3 2 7

・個別支援が中心であ
るが異年齢児童との交
流もあり良いと思う。
・どんぐりでの交流の
会などがあるのかわか
らない。

・ほとんどのお子さんが保育所や
幼稚園等で過ごしているため、一
般のお子さんとの交流は出来てい
ると考えております。どんぐり内
での交流会・レクは実施しており
ません。
職員は年に一回ほど保育所・幼稚
園等に見学に行き交流を図り、利
用児のケースに合わせて担任と情
報交換を行っています。

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか 21 0 0 2

・説明が丁寧でわかり
やすかった。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作成された「児
童発達支援計画」を示しながら支援内容
の説明がなされたか

19 4 0 0

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペ
アレント・トレーニング*4等）が行われ
ているか

13 2 6 2

・日頃の子育ての悩みや子供の上
手な関わり方について、専門の方
から助言を頂きながら保護者に伝
えています。職員はペアレントト
レーニングの研修を受けてスキル
を学ぶ必要性を感じております。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題に
ついて共通理解ができているか

19 4 0 0

・その日の様子を丁寧
に伝えてくれ、今の子
供に合わせた支援を
行ってくれています。

・保護者の付き添いがない方は、
連絡帳やラインなどで活動の状況
等を伝え共有を図っています。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児
に関する助言等の支援が行われているか 16 5 2 0

・相談するとすぐに助
言して頂けてありがた
いです。

・保護者の方ともっと面談の機会
を持ちたいと思っておりますが、
定期的に時間を作り面談となると
保護者の負担が増えないかと懸念
しております。来所の際や電話な
どで相談を受けたときはその都度
時間をとって行っています。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援さ
れているか

5 4 7 7

・父母会があるのかわ
からない。

・父母会はありません。又、会の
設立等は予定しておりません。お
伝えするのが遅くなり申し訳あり
ませんでした。

16

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、対応の体制が整備されているとと
もに、子どもや保護者に周知・説明さ
れ、相談や申入れをした際に迅速かつ適
切に対応されているか

19 0 0 4

・体制は整備しており、利用契約
の際に説明しております。意見箱
は玄関に設置しております。申し
込まれた方については、解決の意
向や方法を確認し、迅速に対応し
結果を伝えています。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか 22 0 0 1

18

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか

16 3 0 4

・定期的に発行しているお便り等
で、ご意見やご希望がありました
らお知らせください。又、今回の
自己評価についてはホームページ
で公表しております。

19
個人情報の取り扱いに十分注意されてい
るか

22 0 0 1

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、保
護者に周知・説明されているか。また、
発生を想定した訓練が実施されている
か。

11 3 0 9

・非常災害対応マニュアル、感染
症対応マニュアルは作成済みで
す。火災や地震・消火等の自主訓
練を放課後等デイを中心に毎月行
い、消防署には計画書や実施報告
書をその都度提出しております。
避難場所は、岩内地域人材開発セ
ンターです。緊急連絡先のカード
を保護者にお渡ししております
が、想定した引き渡し訓練の実施
や保護者への周知が不十分で今後
の課題としております。
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21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

7 3 2 11
・訓練が行われている
かわからない。

・発達支援では行っていません。
短い利用時間内で実施する事が難
しく、職員と放課後等デイで実施
しています。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 23 0 0 0

・とても楽しみにして
います。
・たまに「行きたくな
い」と言う時もありま
した。

23 事業所の支援に満足しているか 23 0 0 0

・いつも通うのを楽し
みにしている。子供が
先生を好きな様子が伝
わり、「自分（親）以
外に見てくれる保護
者」のように感じてい
る。以前は悩んでいま
したが、今年はそれほ
ど心配する事がなく助
かります。
・親子共々成長させて
もらいました。

ありがとうございます。皆さんの
ご意見をもとに、改善できる点は
改善していきたいと思います。ご
協力ご理解の程宜しく願いしま
す。

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすることです。

*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメント
を通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意
事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成しま
す。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期
休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶことで、子どもが適切な行
動を獲得することを目標としています。
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